
別添

環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に
関する基本方針の作成に向けた懇談会について

平成１６年４月１４日
環 境 大 臣 決 定
文 部 科 学 大 臣 決 定

趣旨１．
「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」に基づく
基本方針の案を環境大臣及び文部科学大臣が作成するに当たっては、同法にお
いて「広く一般の意見を聴くこと」と定められている。

、 、 、そこで パブリックコメントの募集などを通じて 広く意見を聴くととともに
有識者や環境教育等を行う者等で構成する「環境の保全のための意欲の増進及
び環境教育の推進に関する基本方針の作成に向けた懇談会 （以下 「懇談会」」 、
という ）を開催し、専門的見地からご議論いただき、環境大臣及び文部科学大。
臣が基本方針の案を作成する際の参考にする。

検討事項２．
（１）環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する基本的な事項
（２）環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関し政府が実施すべ

き施策に関する基本的な方針
（３）その他環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する重要な

事項

組織等３．
（１）懇談会
① 懇談会は、上記検討事項に関連する学識経験者や環境教育に関する者等
のうちから 環境大臣及び文部科学大臣が委嘱する者をもって構成する 別、 （
紙参照 。）

② 懇談会に座長をおき、懇談会委員の互選によってこれを定める。座長は
懇談会の会務を総理する。

（２）その他
① 懇談会は、必要に応じて懇談会委員以外の学識経験者、環境教育に関す
る者等の出席を求めることができる。

② 懇談会の庶務は、環境省総合環境政策局環境経済課環境教育推進室及び
文部科学省生涯学習政策局社会教育課が共同して処理する。

③ 懇談会は、原則として公開とする。

期間４．
平成１６年５月１０日から基本方針の閣議決定を行う日までとする。
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